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研究成果の概要（和文）：固体格子上に形成される電子系のガラスが、原子、分子、コロイド等から成る従来の
ガラスとは質的に異なる性質や卓越した可制御性を持つことを実証した。特に、ガラスの古典的な動力学と電子
の波動性に由来した遍歴性を併せ持つ量子ガラスの実態を、輸送特性、分光特性、磁気共鳴の測定で明らかに
し、格子構造自由度の利用、電場等の外場の印可、さらには水素イオン自由度の導入により、従来の電子相制御
とは異なるガラス様電子状態の非平衡制御を実現した。

研究成果の概要（英文）：We have demonstrated that electronic glasses formed in solids have 
qualitatively different properties and outstanding controllability from conventional glasses 
composed of atoms, molecules, colloids, etc. In particular, we have clarified the reality of quantum
 glasses, which have both classical glassy dynamics and itinerancy derived from the wave nature of 
electrons, by measuring transport, spectroscopic, and magnetic properties. We have also achieved 
non-equilibrium control of glass-like electronic states by utilizing lattice structural degrees of 
freedom, applying external fields such as electric fields, and introducing hydrogen ion degrees of 
freedom, which are different from conventional electronic phase control.

研究分野： 物性物理学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
ガラスは、基礎科学の研究対象であるとともに、社会生活において広範に使われている身近な物質である。本研
究では、従来のガラス物質の概念を打ち破り、量子力学的な粒子である電子がガラス状態になり得ること、そし
て、電子ガラスがこれまでのガラスとは質的に異なる性質や制御性を持ち合わせていることを示したことで、ガ
ラス物質にまつわる常識を大きく変えた。現時点では、基礎科学に留まり、具体的な産業界への展開について予
見できるものではないが、ガラスの科学や技術において新しい可能性が開かれたと言える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 

我々は、本研究開始以前に、強相関分子性物質が示す金属-絶縁体転移、電子型強誘電転移、
電荷秩序転移の近傍に分子スケールより遥かに大きな不均一構造と秒にも及ぶ異常に遅い電子
の搖動を見出していた。これらの現象は、コロイド分散系・高分子・液晶などのソフトマターに
見られるガラス状態や過冷却液体状態に特徴的なものであり、電子系がソフトマターに成り得
るか、ガラスという古典的な自己組織化の中で電子の量子性がどのように発現するのかといっ
た学術的に深い問題を提起している。さらには、電荷とスピンを持ち、舞台構造の可制御性を有
する新奇な電子系ソフトマター群の誕生という期待をも抱かせる。このように、電子系を舞台と
したソフトマターという新しい学術領域が眼前に開かれていた。 
 
２．研究の目的 

この状況を踏まえ、我々は、電子系の科学とガラスの科学を繋ぐ新しい学術領域“量子性のある
ガラスの科学”を開拓することを目指した。すなわち、ハードな固体の中に非平衡・非線形・量
子性を有するソフトな電子のガラスの世界を築き、電子系が得意とする相制御を通じて物性科
学への展開を図るというものである。本研究では、特に電子系が従来のソフトマターと本質的に
違う点、i)量子性を有する、ii)電荷とスピンの自由度を有する、iii)舞台が結晶格子である、に注
目した。ソフトマターの本質は、不均一な自己組織化状態が、無数に縮退した準安定状態として
存在することである。このような状況は、系が長距離秩序を阻害する要因を内在している場合、
対称性の異なる相の境界領域、縮退した秩序相のドメイン、さらにこれらに外的要因として乱れ
が作用した場合に現れると考えられる。そこで本研究は、これらの状況に置かれた電子系を対象
に、電子系が持つ上記３つの特性に注目して、以下に示す具体的な研究目標を掲げた。 

(1) 量子性ガラスの探索 

 遍歴電子ガラス：物理圧や化学置換により物質の格子構造を変化させ、電子の局在/非局在
性とガラス形成能を系統的に制御することにより、遍歴性（量子性）とガラス性を併せ持
つ電子状態を探る。 

 電子グリフィス相：グリフィス相として知られる乱れたスピン系が遅い磁気揺らぎを示す
ことが知られているが、本研究では、その電荷版である電子グリフィス相を乱れのあるモ
ット転移の境界領域で探索する。 

 ガラスの量子融解：電子系ガラスにおいて、電子の量子性が強くなる極限では、ガラスの
量子融解が起こる可能性がある。ガラス形成を司る格子の幾何学的フラストレーションを
制御することで、この転移を探る。 

 バレンスボンドグラス：中距離に渡るスピンの組織化と遅い揺動を示す“スピンソフトマ
ター”を探索する。特に三角格子上でスピン一重項共鳴のガラス版”バレンスボンドグラ
ス”が形成される可能性を探る。 

(2) 電子レオロジーの確立 

 電子系ガラスの非線形効果：ソフトマターの際立った特徴は、外力に対する応答の非線形
性である。これは、レオロジーとして長らく研究されている。電子ガラス候補物質の非線
形電子現象をレオロジーの観点から研究し、その機構を明らかにする。 

(3) 電子系ガラスの制御 

 相制御：ソフトマターでは、比較的容易に非平衡状態が実現する。この特徴を生かし、種々
の電子系ガラスで非平衡状態を実現し、電場等の外場により最安定状態と準定常非平衡状
態という非等価な状態を相互に切り替える新奇な相制御を達成する。  

 物質制御：電子系ガラスは、結晶格子上に形成されることから、分子の置換と化学修飾に
より、格子構造を戦略的に設計し合成することで、ガラス形成の舞台を制御し、電子ガラ
ス形成能と構造との相関を明らかにする。さらには、物質中のプロトンの運動と電子が結
合する新たなクラスの電子系ガラスを開発し、新奇な物性機能の開拓に繋げる。 

(4) 電子ガラスのモデル化 

 エネルギー構造と動力学：格子上でクーロン相互作用する電子のガラス状態のエネルギー
構造とその安定性、および遅い揺らぎの発現については、理論的な裏付けはまだ全くなさ
れていない。ここでは、電子ガラスを適切にモデル化することで、そのエネルギーと動力
学を調べ、電子ガラスの科学に理論的な基盤を築くことを目指す。 

 
 



３．研究の方法 

物理実験グループ（鹿野田、賀川、伊藤、宮川）は、数桁にわたるスケールで電子状態の揺ら
ぎの時空間構造を明らかにする。鹿野田、宮川、伊藤は各種 NMR 技法を用いて電子系ガラスのダ
イナミクスを広い周波数領域で調べる。また、パルス電場下で NMR 実験を行うことで、外場の非
線形非平衡状態のダイナミクスを分子スケールで調べ電子レオロジーへの展開を図る。賀川は、
走査型顕微分光顕微鏡を用いて実空間における階層構造を明らかにし、電子ソフトマターに特
徴的な自己組織化の可視化を行う。また、電気／光パルスを用いて、電子ソフトマターの非平衡・
平衡状態間の新奇な相制御を行う。物質合成グループ（森、上田）は、分子内の原子置換や化学
修飾により、電子系にガラス性をもたらす格子の幾何学的フラストレーションと電子相関を司
る物質パラメータを制御し、電子系ガラスの舞台となる物質を設計合成する。合成された物質は、
物理実験グループにより調べられ、その結果を次の物質設計に反映させることで、電子系のガラ
ス性、ソフトマター性とその舞台の構造との相関を意識した物質開発を行う。また、プロトンの
運動自由度や分子の回転自由度が電子と結合した新奇な電子系ガラス、ソフトマターの創出に
挑む。池田は、主に電子系のガラス状態をガラス転移物理の観点からモデル化し、数値解析と理
論解析により電子系ガラスに発現する遅いダイナミクスの起源を解明する。また、電子レオロジ
ーの現象論を構築すべく、Soft Glassy Rheology 理論を電子系へと拡張する。 
これら３つのグループが緊密に連携して、(1) 量子ガラスの探索、(2) 電子レオロジーの確立、
(3) 電子系ガラスの制御、(4)電子ガラスのモデル化に取り組む。最終年度には、全ての結果を「電
子が創る量子性のあるガラス」の学理として体系化し、様々な外場の印加や戦略的な舞台設計に
よる電子系ガラスの制御法を、電子物性科学の新たな方法論として示す。 
 
４．研究成果 

 まず、本研究で掲げた 4つの具体的な研究目標毎に、研究成果をまとめる。 

(1) 量子性ガラスの探索 

 遍歴電子ガラス：2等辺三角格子系-(ET)2X のフラストレーションが強くなる程（正三角格
子に近づく程）、電子の遍歴性（量子性）が強くなり、電荷秩序相から電子ガラス相へと系
統的に変化することが明らかになった。また、伝導面内と面間の電気抵抗の絶対値と温度変
化を検討することにより、電子ガラス相が 2 次元伝導層に強く閉じ込められた電子流体と
なっていることも明らかにした。 

 量子融解：、系がさらに正三角形に近づきフラストレーションがより強くなると、電子ガラ
スが量子融解した異常金属相が現れることを見出した。また、逆にこの金属相に物理圧で
フラストレーションを弱めると、電子ガラス又電子結晶に転移することを検証した。 

 電子ガラス能と揺らぎの減速：一連の-(ET)2X における kHz 帯の電荷揺らぎを NMR 横緩和
時間の測定により調べた結果、温度降下による揺らぎの減速が電荷秩序転移とガラス化の
分岐を支配していることを明らかにした。 

 古典ガラスから量子ガラスへのクロスオーバーの微視的検証； 2 等辺三角格子系-
(ET)2X について、ラマン分光スペクトルの解析により電子ガラスのサイト電荷密度分布を
調べた結果、Xが TlCo(SCN)4、RbZn(SCN)4, CsZn(SCN)4と正三角格子に近づく順に、ガラス
相の電荷密度分布幅が徐々に狭まることが見出され、古典ガラスが量子ガラスへとクロス
オーバーしていることが明らかになった。また、それぞれの系についてラマンスペクトルの
温度変化を調べた結果、古典ガラスと量子ガラスのエネルギー地形図に明確な違いがある
ことが示唆された。が金属(ρ=0.5)と電子結晶(ρ=0.2, 0.8)の間の連続的な分布関数を持
つことが明らかとなり、ガラスの波動性が検証された。 

 電子グリフィス相：モット転移を引き起こす有機物質 ĸ-(ET)2Cu[N(CN)2]Cl に対し、X線照
射により乱れを導入すると、まず 1 次のモット転移が抑制されそれに伴う量子臨界揺らぎ
の低エネルギー化が起こり、Mott 境界においては電子の運動が通常の固体中に比べて 106～
108倍も遅くなる「電子グリフィス相」と呼ぶべき、電子ガラスの概念と並ぶ新奇電子相が
現れることを明らかにした。さらに、このような電子グリフィス相近傍のよりモット性の強
い領域では、スピン自由度についても、空間的に不均一かつ遅い揺動が生き残る状態が実現
していることを明らかとした。これらのことは、乱れを持つ Mott 系において、グリフィス
メカニズムにより、電荷とスピンの遅い揺動が現れるという新奇物理を示している。 

 バレンスボンドグラス：NMR 実験によりバレンスボンドを内包する新奇なスピン状態を２
例見出した。反強磁性磁気秩序が乱れの導入により崩壊し、スピングラスからスピン液体へ
と変わる境界領域で、バレンスボンドと孤立スピンが生まれること、及び電荷ガラスのスピ
ンがランダムなバレンスボンドを形成することを明らかにした。 

(2) 電子レオロジーの確立 



 電子系ガラスの非線形効果：外場に対する電子系の応答を微視的に調べるために、強電流
パルス印加時の電子状態の時間変化を 13C NMR で追跡する装置系を立ち上げ、2つの系で注
目すべき成果があった。まず、強電流の下で電子ガラスの NMR 線幅が振動する予想外の現
象が観測された。電流と電圧の振動を伴わないことから、強い電子流の下で電子的不均一
構造に前例のない粘弾性特性が発現している可能性がある。 

 秩序/無秩序状態の大電流誘起自発的構造化: (d8-DMe-DCNQI)2Cu は、80K 程度で無秩序金
属相から電荷秩序絶縁体相に１次転移をすることが知られていた。この系に対して、電流印
加下冷却を行うと、完全な電荷秩序化が抑制され、金属と絶縁体の中間的伝導を示す新奇非
平衡状態が低温極限まで安定化することが明らかとなった。さらに電流下NMR測定により、
この非平衡状態においては、秩序領域と無秩序領域が空間的に分離していることが明らか
となった。この結果は、本来均一な結晶中において、一様解の線形不安定性機構により、「流
れ誘起の」自発的構造化が現れることを示すものである。 

(3) 電子系ガラスの制御 

 相制御：メゾスケールで相分離しガラス的な挙動を示す巨大磁気抵抗物質 Nd0.5Sr0.5MnO3 に
対し、電流パルスを印加することにより、反強磁性絶縁相（熱力学安定相）と強磁性金属相
（準定常非平衡状態）との間で、可逆かつ不揮発な相制御を達成した。この手法は相の熱力
学自由エネルギーではなく、相変換の時間スケールに着目したものであり、Mn 酸化物にお
けるガラス的特徴を活用した新奇な相制御法と言える。 

 物質制御（a）電場誘起準安定状態を発現するプロトン―電子結合型分子性物質の制御：異
なる秩序変数を有する複数の電子相の競合とそれらの格子自由度との結合で生まれる新し
い電子ガラスの舞台として、プロトンと電子の運動が結合する分子性物質-X3(Cat-EDT-
TTF)2の水素体（X = H）と重水素体（X = D）を開発し、その電場応答を調べた。その結果、
ダイマーモット絶縁体である水素体では、電場印可に対し、ヒステリシスの無い可逆な非線
形伝導、つまり負性微分抵抗へのスイッチングを示した。一方、185K でプロトンの無秩序
―秩序転移とカップルして、ダイマーモット相から電荷秩序絶縁相への相転移を示す重水
素体では、この 185K 直下での電場印可で、ヒステリシスを伴う可逆なスイッチング現象が
観測された。プロトンと電子の結合により、電場誘起準安定ダイマーモット相が発現し、電
荷秩序相と競合してヒステリシスを伴うガラス的な電場応答が観測されたことが、電場下
ラマン分光、非線形伝導輸送の同時測定により示唆された。 

 物質制御（b）電子ガラス創成に向けた新規オリゴマー伝導体の開発：多くのガラス状態を
与える高分子ソフトマターはその多様な乱れから電子状態を制御することが難しい。そこ
で 、 無 秩 序 性 高 分 子 と 秩 序 性 低 分 子 の 間 に 位 置 す る 新 規 秩 序 性 EDOT 
(ethylenedioxythiophen)系オリゴマー伝導体を開拓し、多様な乱れを少しずつ導入しなが
ら、構造―物性相関を調べた。この EDOT オリゴマー伝導体の母物質は真性 1/2 充填バンド
を持つため強相関電子系であり、アニオンの過剰ドープやプロトン欠損などバンドフィリ
ング制御により、伝導性は劇的に向上する。さらに、速度依存性を有する、ガラス状態を想
起させる相転移も見られている。このように、バンド幅制御に加え、バンドフィリング制御
も可能で、多自由度を制御することにより電子ガラス創成が可能な舞台を構築することに
成功した。 

(4) 電子ガラスのモデル化 

 エネルギー構造と動力学：電子ガラスの最も素朴なモデルとして、三角格子上のクーロン
粒子系に注目し、ガラス物理の立場からエネルギー地形と動力学の数値解析を行った。各温
度での平衡配置を急速クエンチすることで「固有構造」のエネルギーを計算した結果、特徴
的な温度（Tonset）を境に、系がより安定な固有構造（エネルギー地形の深い谷）にトラップ
されはじめ、それと同時に動力学が遅化することがわかった。これは過冷却液体のガラス化
と同様の挙動であり、両者の遅い動力学の普遍的起源を示唆する結果である。 

 
 次に、上記の複数の項目に跨る研究成果、及び、上記の項目の範疇を越える研究成果を記す。  

 電子の結晶化イメージングと結晶化速度の測定：電子ガラスや電子過冷却液体が時間と共
に結晶化する様子をラマン分光イメージングにより初めて捉え、結晶化過程が、高温と低温
で明確に異なることが明らかにした。この違いは、従来のガラス同様、核生成と核成長の速
度が異なる温度変化を持つことで理解できる。さらに、このイメージングを基に結晶化速度
を測定したところ、従来の古典的なガラスを説明する Wilson-Frenkel モデルによる計算値
よりも 5 桁大きいことが明らかとなった。この従来のガラスでは考えられない驚くべき結
晶化の速さは、電子の持つ量子性に起因する可能性がある。 

 過冷却液体、ガラスと結晶の界面の観察：電子過冷却液体や電子ガラスが結晶化する際の
界面を、これまでのラマンイメージングより 20倍空間分解能を挙げて（300 nm）観察した



 

 

ところ、結晶は針状に成長することが見出された。この特異な方向を持った成長には、界面
での歪エネルギーを最小にする効果に加えて、ガラスが格子上に形成されていることと電
子が量子性を持つといった電子ガラスの特異性も関与していると考えられる。 

 電子結晶への電子ガラスの書き込み：-(ET)2RbZn(SCN)4を徐冷すると 200K で電子の結晶化
が、急冷すると電子ガラスが起こる。そこで、まず徐冷して電子を結晶化させた後に、レー
ザーパルスを短時間当てることで、瞬時に 200K 以上の加熱と急冷が行われ、局所的な電子
ガラススポットの生成が期待させるが、その実証に成功した。ガラス生成の空間分解能は
300 nm で、レーザー照射のスポットを操作することにより、描画も可能であることを実証
した。電子ガラスは電子結晶に比べて 3桁高い電気伝導度をもつことから、この手法は、ミ
クロな伝導パターンの描画へと発展する可能性を秘めている。 

 新奇な電子クラスター液体：分子が三角格子を形成し、バンド構造が 1/2 充填と 1/4 充填
の狭間にある物質-(ET)2Hg(SCN)2Br はスピンと電荷の双方の自由度にフラストレーション
のある系であるが、その磁性が強磁性と反強磁性の相互作用を併せ持ち、スピンが数十個の
クラスターを形成しながらも低温（1.8 K）まで秩序化せず、磁場に対して強い非線形応答
を示すことが分かった。このような特徴を持つ常磁性状態はこれまでに報告されたことが
無く、新奇なスピンクラスター液体が見出されたことになる。 

 遍歴電子系の動的不均一性：ソフトマターに特徴的な揺らぎの不均化（動的不均一性）を有
機物質-meso-ET 系で観測した。これは電子系では初めての動的不均一性の観測で、量子ソ
フトマターの証左を与える。 

 磁気スカーミオン多体系の動的相転移：MnSi において乱れた格子を組む磁気スキルミオン
を電流印加で強制的に流動させると結晶性が回復することが、電気抵抗の狭帯域雑音測定
で明らかになった。 

 構造ガラスにおける非調和性：ガラスの熱容量が低温で温度に比例する問題について微小
な構造転移がその起源とし議論されてきたが、今回、ガラス模型の大規模な数値解析を行
い、低エネルギー振動の強い非調和性が、構造転移経路を生み出すことを見出した。 

 ジャミング転移近傍の古典粒子系の普遍的緩和：非熱的な粒子系は、ジャミング転移近傍
で粘性のベキ発散を示す。我々は、この系の転移近傍での動力学とエネルギー地形を詳しく
解析し、発散を齎す遅い動力学を支配する運動のモードを特定することに成功した。 

 微小結晶における相変化の複雑性の実空間観測：走査型ラマン顕微鏡を用いた実空間観測
によって、遷移金属ダイカルコゲナイド IrTe2の薄片結晶における相転移の複雑性の検出に
成功した。さらに、この複雑性を起源として、微小結晶では準安定相が発現しやすいことが
わかった。 

 電流誘起による非熱的な非平衡相変化の発見：スキルミオン格子相を示す物質が微小化さ
れた系では、電流印加によって磁気スキルミオン格子が非スキルミオン相へと相変化が起
こることを、実験及び数値シミュレーションの両面から明らかにした。量子物質において電
流誘起非平衡相変化の例は数が少なく、また、本研究のように試料全体にわたって相変化を
示した例は極めて稀有な例と言える。 

 低温におけるヒステリシス拡大の微視的起源：実空間磁気イメージング法を
(Fe0.95Zn0.05)2Mo3O8 における反強磁性相とフェリ磁性相の間の磁場誘起一次相転移について
行い、反強磁性ドメインの成長速度の温度・磁場依存性を明らかにした。実空間観測から得
られたドメインの成長速度に対しKolmogorov-Avrami-Ishibashiモデルを適用することで、
から、様々な物質において報告されている、低温における顕著なヒステリシス幅が半定量的
に再現されることを見出した。このようなヒステリシス拡大現象は、不揮発相制御の基盤と
なっており、今回の成果は、件の現象に対し、ドメイン成長の微視的観点から定量的かつ包
括的な理解を与えたものと言える。 

 ガラスの欠陥：深く過冷却された液体の動力学において、緩和の初期過程を決定づけるもの
はガラスの欠陥である。我々は、過冷却液体のゼロ温度への緩和動力学を解析することで、
欠陥濃度の温度依存性を明らかにした。欠陥濃度はモード結合転移温度近辺で劇的に減少
するが、低温でも有限の欠陥が残り続けることがわかった。 

 ガラスの結晶化：浅い過冷却での結晶化は古典核生成理論により記述できるが、ガラス状態
での結晶化については多数の未解決問題がある。本研究では、粒子模型のシミュレーション
により、緩和時間が超アレニウス則に従うフラジャイルなガラスにおいても、結晶化速度は
アレニウス則に従うことを見出した。これは古典核生成理論に大きく反する結果であり、ガ
ラスの安定性（ガラス形成能）を理解するうえで重要な基本的知見である。 
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中性－イオン性の境界領域に位置する交互積層型電荷移動錯体：高伝導性と相転移挙動

リン酸5-アミノテトラゾリウム単結晶における無水プロトン伝導とプロトン互変異性

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第１６回分子科学討論会

第１６回分子科学討論会

出倉駿、森初果

小野塚 洸太、藤野 智子、亀山 亮平、中村 敏和、出倉 駿、宮本 辰也、山川貴史、岡本 博、吉見 一慶、森 初果

伊藤 雅聡、藤野 智子、張 磊、横森 創、東野 寿樹、牧浦 理恵、武野 カノクワン、河村 光晶、尾崎 泰助、森 初果

小倉 浩樹、 出倉 駿、 森 初果

第１６回分子科学討論会

第１６回分子科学討論会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

リン酸5-アミノテトラゾリウム単結晶におけるプロトン互変異性に基づく無水プロトン伝導”

ドープ型PEDOTをモデルとした混合配列型チオフェンオリゴマー塩：高次元化と金属的伝導挙動

大気安定なd/π共役系アンバイポーラ半導体の開発：アルコキシ基鎖長による高次元化

メタンスルホン酸イミダゾリウム単結晶における無水プロトン伝導

 １．発表者名



2022年

2022年

2022年

2022年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第１６回分子科学討論会

ISCOM2022 (The 14th International Symposium on Crystalline Organic Metals, Superconductors and Magnets)（招待講演）（国際学
会）

ISCOM2022 (The 14th International Symposium on Crystalline Organic Metals, Superconductors and Magnets)（国際学会）

ISCOM2022 (The 14th International Symposium on Crystalline Organic Metals, Superconductors and Magnets)（国際学会）

Hatsumi Mori

Shun Dekura, Kaito Nishioka, Hatsumi Mori

Kota Onozuka, Tomoko Fujino, Ryohei Kameyama, Shun Dekura, Kazuyoshi Yoshimi, Tatsuya Miyamoto, Hiroshi Okamoto, Hatsumi
Mori

 ２．発表標題

 ２．発表標題

佐藤 駿、藤野 智子、小野塚 洸太、亀山 亮平、 出倉 駿、森 初果

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Development of Oligomer-based Conductors: Model of Doped PEDOT

Anhydrous Superprotonic Conduction in a Molecular Crystal Utilizing π-Electron-Coupled Intramolecular Proton Transfer

Highly conducting charge transfer salt single crystal of precise sequence designing alkylenedichalcogenothiophene tetramer
 ２．発表標題

混合配列エチレンジカルコゲノチオフェン３量体電荷移動塩におけるアニオンサイズ効果

 １．発表者名

 ２．発表標題



2022年

2022年

2023年

2023年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本化学会 第103春季年会

日本化学会 第103春季年会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

藤野智子，佐藤駿，小野塚洸太，出倉駿，森初果

Masatoshi Ito, Tomoko Fujino, Lei Zhang, So Yokomori, Toshiki Higashino, Rie Makiura, Kanokwan Takeno, Mitsuaki Kawamura,
Taisuke Ozaki, Hatsumi Mori

Tomoko Fujino, Kota Onozuka, Ryohei Kameyama, Kazuki Matsuo, Shu Dekura, and Hatsumi Mori

後藤將夫，藤野智子，小野塚洸太，森初果

ISCOM2022 (The 14th International Symposium on Crystalline Organic Metals, Superconductors and Magnets)（国際学会）

Singapore International Chemical Conference (SICC)-11（招待講演）（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

混合配列エチレンジカルコゲノチオフェン３量体 電荷移動塩のバンドフィリング変調に基づく高伝導化

Development of Air-stable, d/?-conjugated Ambipolar Semiconductors Focusing on Molecular Stacking Structures

Oligomer-based Conductors that Modeled Doped PEDOT

ドープ型PEDOTの単分子量オリゴマーモデルにおける新規プロピレンジオキシチオフェンユニットの導入効果

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2023年

2023年

2023年

2023年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本化学会 第103春季年会

日本化学会 第103春季年会

Kota Onozuka, Tomoko Fujino, Ryohei Kameyama, Shun Dekura, Kazuyoshi Yoshimi, Toshikazu Nakamura, Tatsuya Miyamoto, Takashi
Yamakawa, Hiroshi Okamoto, and Hatsumi Mori

出倉 駿，西岡 海人，森 初果

小倉 浩樹, 出倉 駿, 堀 優太, 重田 育照, 水野 元博, 森 初果

伊藤 雅聡、藤野 智子、張 磊、横森 創、東野 寿樹、牧浦 理恵、武野 カノクワン、尾崎 泰助、森 初果

日本物理学会 2023 春季年会

日本物理学会 2023 春季年会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Metallic State of Mixed Sequence Oligomer Salt that Models Doped PEDOT

リン酸アゾリウム単結晶におけるプロトン互変異性に基づく低障壁無水プロトン伝導

メタンスルホン酸イミダゾリウムおよび1,2,4-トリアゾリウムの結晶構造及び無水プロトン伝導性

大気安定なd/pi共役系アンバイポーラ半導体：置換基鎖長による電子構造の高次元化

 １．発表者名



2023年

2023年

2022年

2022年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本物理学会 2023 春季年会

日本物理学会2022年秋季大会

日本物理学会2022年秋季大会

日本物理学会2022年秋季大会

森春仁、大池広志、賀川史敬、房前勲、鈴木雄介、伊藤哲明、加藤礼三

高橋安徳、大池広志、諏訪秀麿、賀川史敬

門恭平、大池広志、吉川明子、田口康二郎、十倉好紀、賀川史敬

 ２．発表標題

 ２．発表標題

佐藤駿，藤野智子，小野塚洸太，出倉駿，森初果

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

(DMe-DCNQI-d8)2Cuにおける電流誘起伝導状態の安定性

スピン模型における相競合に由来する準安定性のモンテカルロシミュレーション

MnSiにおける準安定スキルミオン相の熱流下での崩壊過程の研究
 ２．発表標題

混合配列エチレンジカルコゲノチオフェン３量体電荷移動塩のバンドフィリング変調に基づく高伝導化

 １．発表者名

 ２．発表標題



2022年

2022年

2023年

2023年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本物理学会 2023 春季年会

日本物理学会 2023 春季年会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

松浦慧介、西澤葉、木下雄斗、三宅厚志、徳永将史、車地崇、大池広志、十倉好紀、賀川史敬

大池広志、海老野哲朗、是常隆、吉川明子、Max Hirschberger、田口康二、十倉好紀、賀川史敬

松浦慧介、西澤葉、木下雄斗 、三宅厚志、徳永将史、車地崇、大池広志、十倉好紀、賀川史敬

松浦慧介、西澤葉、Markus Kriener、車地崇、大池広志、十倉好紀、賀川史敬

日本物理学会2022年秋季大会

強磁場科学研究会／東北大学金属材料研究所国際ワークショップ「マルチプローブ強磁場測定が解き明かす強相関物性」

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

相競合を有する系での磁気ドメイン成長と低温ヒステリシス拡大

MnSiの準安定スキルミオン相における巨大なネルンスト効果

相競合を有する系でのドメイン成長と低温ヒステリシス拡大

ヒステリシス領域に埋もれた平衡一次相転移線の熱力学的決定

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題
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2023年

2023年

2023年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本物理学会 2023 春季年会

日本物理学会 2023 春季年会

門恭平、Samuel Moody、古田爽樹、小椎八重航、賀川史敬

清水一希、大池広志、熊井玲児、沖本洋一、賀川史敬

大池広志、西澤葉、賀川史敬

森春仁、岩本直大、大池広志、賀川史敬、鈴木雄介、伊藤哲明、加藤礼三

日本物理学会 2023 春季年会

日本物理学会 2023 春季年会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

強磁性ドメイン壁の電流駆動による創発電場のLLGシミュレーション

K-TCNQにおける電圧誘起の散逸構造の研究

一次相転移動力学の再現性とサイズ効果のフェーズフィールドシミュレーション

(DMe-DCNQI-d8)2Cuにおける電流誘起伝導状態の安定性解析：内因性と外因性

 １．発表者名



2022年

2022年

2022年

2022年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本物理学会 2022年秋季大会

日本物理学会 2022年秋季大会

日本物理学会 2022年秋季大会

日本物理学会 2022年秋季大会

原雄介、水野英如、池田昌司

白石薫平、水野英如、池田昌司

髙羽悠樹、池田昌司

 ２．発表標題

 ２．発表標題

松岡亮佑、井口昇之、江端宏之、池田昌司、水野大介

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

ジャミング系のマイクロレオロジーの理論的検討

階層性が内在するガラスのエネルギー地形における低周波数振動の緩和予言能の起源

単分散ソフトコア粒子からなるガラスの結晶化動力学
 ２．発表標題

濃厚エマルジョンにおけるこみあい由来の粘弾性緩和挙動

 １．発表者名

 ２．発表標題



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第10回ソフトマター研究会

第10回ソフトマター研究会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

髙羽悠樹、池田昌司

牛原啓、池田昌司

原雄介、水野英如、池田昌司

松岡亮佑、井口昇之、江端宏之、池田昌司、水野大介

日本物理学会 2022年秋季大会

第10回ソフトマター研究会

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

単分散ソフトコア粒子からなるガラスの緩和と結晶化動力学

張力下でのバネネットワークが示す新規な相転移現象

ジャミング系のマイクロレオロジーの理論的検討

濃厚エマルジョンにおけるこみあい由来の粘弾性緩和挙動

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2022年

2022年

2023年

2023年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第10回ソフトマター研究会

第36回分子シミュレーション討論会

前田健登、池田昌司

髙羽悠樹、池田昌司

白石薫平、原雄介、池田昌司、水野英如

金炯基、池田昌司

日本物理学会 2023年春季大会

日本物理学会 2023年春季大会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

過冷却液体の動力学：分子運動から流体力学極限へ

単分散ソフトコア粒子からなるガラスの結晶化動力学

ガラス振動研究におけるランダムピニング法の有効性

多分散系のレプリカ理論構築と動的転移点の解析

 １．発表者名



2023年

2023年

2023年

2022年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本物理学会 2023年春季大会

Japan-France joint seminar "Physics of dense and active disordered materials"（招待講演）（国際学会）

Japan-France joint seminar "Physics of dense and active disordered materials"（国際学会）

日本物理学会2022年秋季大会

Atsushi Ikeda

Yuki Takaha、Hideyuki Mizuno、Atsushi Ikeda

大島碩人, 沼尻直人, 三村勇太, 秋本慎之介, 伊藤哲明

 ２．発表標題

 ２．発表標題

松岡亮佑、井口昇之、江端宏之、池田昌司、原雄介、水野大介

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Heterogeneous jamming of binary mixture of small and large particles

Relaxation and crystallization dynamics of a monodisperse soft-sphere glass

ポーラー結晶CdSeにおけるベリー曲率由来の非線形異常ホール効果の検証
 ２．発表標題

濃厚コロイド懸濁液における混み合い由来のべき乗則緩和現象

 １．発表者名

 ２．発表標題



2022年

2022年

2023年

2023年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本物理学会 2023 春季年会

日本物理学会 2023 春季年会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

渡辺裕也, 西念諒人, 春藤秀, 南舘孝亮, 伊藤哲明, 上辺将士, 加藤礼三

鈴木雄介, 多田圭太郎, 本橋亮, 房前勲, 伊藤哲明, 加藤礼三

伊藤 哲明

三村勇太, 大島碩人, 沼尻直人, 秋本慎之介, 伊藤哲明

日本物理学会2022年秋季大会

ISSPワークショップ　カイラル物質科学の新展開（招待講演）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

NMRで見たbilayer系物質(ETTM-STF)2BF4の常圧構造物性・電子物性

(d8-DMe-DCNQI)2Cuにおける大電流印可下で発現する非平衡状態のNMR測定

カイラル構造を持つ単体Teの電流誘起磁性とその実証

ポーラー結晶CdSeにおけるベリー曲率の計算及び非線形異常ホール効果のdc・ac測定による検証

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題
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2023年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本物理学会 2023 春季年会

日本物理学会 2023 春季年会

春藤秀, 西念諒人, 渡辺裕也, 南舘孝亮, 伊藤哲明, 上辺将士, 加藤礼三

多田圭太朗, 本橋亮, 鈴木雄介, 伊藤哲明, 森春仁, 大池広志, 賀川史敬, 加藤礼三

鹿野田一司

鹿野田一司

Aspen Winter conference（招待講演）（国際学会）

理化学研究所研究報告会（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

bilayer系物質(ETTM-STF)2BF4の1H-,19F-,77Se-NMRの総合報告

(d7-DMe-DCNQI)2Cuにおける大電流印加下で発現する新奇非平衡状態のNMR測定Ⅱ

Superconductivity in a doped spin liquid candidate; spin-singlet nodal pairing, suppressed superfluid density and BEC-BCS
crossover

電子の三角関係が生む量子電荷ガラス、量子スピン液体、BEC超伝導

 １．発表者名



2022年

2022年

2022年

2022年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

KEK IPNS-IMSS-QUP Joint workshop（招待講演）

日本物理学会第77回年次大会(2022年)

日本物理学会第77回年次大会(2022年)

日本物理学会第77回年次大会(2022年)

村瀬秀明、荒井俊人、長谷川達生、宮川和也、鹿野田一司

須波圭史、馬場智大、宮川和也、堀内佐智雄、宮本辰也、岡本博、鹿野田一司

上野祥広、若松浩大、宮川和也、谷口弘三、鹿野田一司

 ２．発表標題

 ２．発表標題

鹿野田一司

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

θ-(ET)2Xにおける電荷液体・ガラスのラマンスペクトルの解析

有機強誘電体TTF-CAにおける圧力下非相反伝導

κ-(ET)4Hg2.89Br8の超伝導相におけるNMR研究
 ２．発表標題

三角格子上で犇めき合う電子の迷い：量子電荷ガラスと量子スピン液体

 １．発表者名

 ２．発表標題



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本物理学会第77回年次大会(2022年)

日本物理学会第77回年次大会(2022年)

 ３．学会等名

 ３．学会等名

関根孝彦、畠村匠、須波圭史、宮川和也、周彪、石橋章司、小林昭子、鹿野田一司

若松浩大、藤井武則、鈴木悠司、宮川和也、谷口弘三、鹿野田一司

浦井瑞紀、宮川和也、Natalia Drichko、Elena I. Zhilyaeva、Svetlana A. Torunova、Rimma N. Lyubovskaya、鹿野田一司

畠村匠、関根孝彦、須波圭史、宮川和也、周彪、石橋章司、小林昭子、鹿野田一司

日本物理学会第77回年次大会(2022年)

日本物理学会第77回年次大会(2022年)

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

13C NMRから見たDirac nodal line物質 [Pt(dmdt)2]の微視的電子状態

有機伝導体κ-(ET)4Hg2.89Br8の圧力下熱電効果測定II

電荷秩序系κ-(ET)2Hg(SCN)2Clの13C NMR

Dirac nodal line物質[Ni(dmdt)2]の13C NMR研究

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本物理学会第77回年次大会(2022年)

第13回低温科学研究センター研究交流会

鹿野田一司

須波圭史、竹原陵介、宮川和也、堀内佐智雄、加藤礼三、宮本辰也、岡本博、鹿野田一司

村瀬秀明、荒井俊人、長谷川達生、宮川和也、鹿野田 一司

浦井瑞紀、宮川和也、渡部友太、Elena I. Zhilyaeva、Svetlana A. Torunova、Rimma N. Lyubovskaya、Natalia Drichko、鹿野田一司

第13回低温科学研究センター研究交流会

第13回低温科学研究センター研究交流会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

おわりに(シンポジウム)

電荷-スピン-格子自由度が強く結合した分子性物質におけるトポロジカルな電荷・スピン励起

電子ガラスの量子結晶成長の直接観測

電荷・スピン自由度がフラストレートした分子性物質における異常な磁場誘起スピン状態

 １．発表者名



2022年

2022年

2022年

2022年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第13回低温科学研究センター研究交流会

第13回低温科学研究センター研究交流会

第13回低温科学研究センター研究交流会

第13回低温科学研究センター研究交流会

畠村匠

関根孝彦、岸田直也、須波圭史、宮川和也、開 康一、加藤礼三、鹿野田一司

上野祥広、若松浩大、宮川和也、谷口弘三、鹿野田一司

 ２．発表標題

 ２．発表標題

馬場智大、須波圭史、竹原陵介、若松浩大、宮川和也、鈴木博貴、宮本辰也、岡本博、鹿野田一司

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Dirac nodal line 物質[Ni(dmdt)2]の 13C NMR 研究

有機物質におけるゼロ質量電子の特異な質量獲得の観測

ドープされたスピン液体で発現する超伝導の NMR 研究
 ２．発表標題

中性-イオン性転移物質 TTF-CA における圧力下ゼーベック効果

 １．発表者名

 ２．発表標題



2022年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本物理学会2021年秋季大会

日本物理学会2021年秋季大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

村瀬秀明、荒井俊人、長谷川達生、宮川和也、鹿野田一司

若松浩大、 鈴木悠司、 藤井武則、宮川和也、 谷口弘三、 鹿野田一司

平田倫啓、谷口智隆、宮川和也、 大木大悟、谷雄大、 小林晃人、マヤフィー アドリアン、クレーマー シュテファン、ホルヴァティック
ムラデン、ベルティエ クロード、田村雅史、鹿野田一司

村瀬秀明、荒井俊人、長谷川達生、宮川和也、鹿野田一司

第13回低温科学研究センター研究交流会

日本物理学会2021年秋季大会

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

有機導体θ-(ET)2RbZn(SCN)4における電子結晶の成長速度の測定

Quantum critical phase in a doped spin liquid candidate

量子ホールトポロジカル絶縁体状態における磁気触媒効果の発見

ラマン分光法による有機導体θ-(ET)2X における電荷ガラスの電荷密度分布の解析

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本物理学会2021年秋季大会

日本物理学会2021年秋季大会

福田大地、須波圭史、宮川和也、村瀬秀明、田村雅史、鹿野田一司

須波圭史、高橋泰賀、宮川和也、周彪、小林昭子、鹿野田一司

水上昂紀、永吉佑輔、祖利目和明、右衛門佐寛、宮川和也、鹿野田一司、藤原秀紀、関山明、木須孝幸

宮川和也、清水康司、米山直樹、佐々木孝彦、鹿野田一司

日本物理学会2021年秋季大会

日本物理学会2021年秋季大会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

電荷フラストレート系θ-(BEDT-TTF)2I3の一軸圧下13C-NMR

反強磁性単一分子種伝導体Pd(tmdt)2の圧力下における量子臨界的挙動

紫外レーザー光電子分光による有機超伝導体κ-(BEDT-TTF)2Cu(NCS)2のバンド分散・フェルミ面

κ-(BEDT-TTF)2Cu2(CN)3のNMRの磁場依存性

 １．発表者名



2021年

2021年

2021年

2021年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本物理学会2021年秋季大会（招待講演）

日本物理学会2021年秋季大会

日本物理学会2021年秋季大会

日本物理学会2021年秋季大会

上野祥広、若松浩大、宮川和也、谷口弘三、鹿野田一司

若松浩大、上野祥広、宮川和也、谷口弘三、鹿野田一司

馬場智大、須波圭史、竹原陵介、若松浩大、宮川和也、鈴木博貴、宮本辰也、岡本博、鹿野田一司

 ２．発表標題

 ２．発表標題

鹿野田一司

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

κ-(ET)4Hg2.89Br8の超伝導相におけるNMR研究

κ-(ET)4Hg2.89Br8の超伝導相における磁化測定

中性-イオン性転移物質TTF-CAにおける圧力下ゼーベック効果
 ２．発表標題

有機伝導体における強相関量子液体の研究

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第２５回久保記念シンポジウム「統計力学と物性科学の発展」、ハイブリッド（招待講演）

重水素化学研究会（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

森初果

鹿野田一司

鹿野田一司

森初果

International Workshop on Materials Science（招待講演）（国際学会）

京都大学基礎物理学研究所研究会

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

水素/重水素ー電子結合系分子性機能物質の開拓

Electron glass with quantum-classical duality in charge-frustrated organics

ドープされたスピン液体候補物質における超伝導とBEC-BCSクロスオーバー

電子と水素がカップルした新奇分子性物質の開拓

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第15回分子科学討論会2021

第15回分子科学討論会2021

出倉 駿，水野 元博，森 初果

亀山亮平, 藤野智子, 出倉駿, 森初果

伊藤 雅聡、藤野 智子、横森 創、東野 寿樹、張 磊、森 初果

横森 創，出倉 駿，上田 顕，熊井 玲児，村上 洋一，森 初果

第15回分子科学討論会2021

第15回分子科学討論会2021

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

イミダゾリウム分子配向無秩序化を伴うイミダゾリウム－リン酸塩結晶における無水プロトン伝導性

3,4-エチレンシ?オキシチオフェン(EDOT)二量体と硫酸イオンからなる電荷移動塩のハ?ント?フィリンク?効果

アンバイポーラ電界効果特性を示す 電子豊富な新規ニッケルジチオレン錯体の開発

ニッケルカテコールジチオレン錯体における多段階脱プロトン共役 電子酸化による多様な集積構造と磁性・電子状態変調

 １．発表者名



2021年

2021年

2021年

2021年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第15回分子科学討論会2021

第15回分子科学討論会2021

第15回分子科学討論会2021

第15回分子科学討論会2021

西岡海人，出倉駿，森初果、分子科学討論会

小野塚洸太，亀山亮平，藤野智子，森初果

松尾一輝, 藤野智子, 亀山亮平, 小野塚洸太, 森初果

 ２．発表標題

 ２．発表標題

藤野智子，亀山亮平，小野塚洸太，松尾一輝，出倉駿，森初果

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

1,2,3-トリアゾール?リン酸塩単結晶における 等方的無水超プロトン伝導

エチレンジチオチオフェンオリゴマーの鎖長伸長と電荷移動錯体形成

電子豊富エチレンジカルコゲノチオフェン（EDXT：X = O, S）2量体塩単結晶：原子置換効果
 ２．発表標題

エチレンジカルコゲノチオフェン（EDXT：X = O, S）2量体とTCNQ類縁体との交互積層型電荷移動錯体：原子置換効果

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

錯体化学会第71回討論会

第15回物性科学領域横断研究会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

出倉 駿、西岡 海人、水野 元博、 森 初果

出倉 駿，水野 元博，森 初果

藤野智子，亀山亮平，小野塚洸太，松尾一輝，出倉 駿，森 初果

横森 創, 出倉 駿, 藤野 智子, 河村 光晶, 尾崎 泰助, 森 初果

日本物理学会2021年秋季大会

日本物理学会2021年秋季大会

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

分子の内部自由度を活かした無水有機プロトン伝導体の開拓

イミダゾリウム－リン酸塩結晶における分子の無秩序配向と無水プロトン伝導性

ドナー－アクセプター間の混成軌道を基盤とした高伝導性交互積層型有機電荷移動錯体の開発

新規Znジチオレン錯体結晶における水素結合形成に起因した電子移動誘起ベイポクロミズム

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

物性研短期研究会「分子性固体研究の拡がり：新物質と新現象」

物性研短期研究会「分子性固体研究の拡がり：新物質と新現象」

藤野智子， 亀山亮平， 小野塚洸太， 松尾一輝， 出倉 駿， 森 初果

出倉 駿、水野元博、西岡 海人、森 初果

横森 創、出倉 駿、藤野 智子、河村 光晶、尾崎 泰助、森 初果

小野塚洸太、亀山亮平、藤野智子、吉見一慶、森初果

物性研短期研究会「分子性固体研究の拡がり：新物質と新現象」

物性研短期研究会「分子性固体研究の拡がり：新物質と新現象」

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

ドナー?アクセプター間の混成軌道を基盤とした 高伝導性交互積層型有機電荷移動錯体の開発

アゾリウム－リン酸塩における分子内自由度に基づく無水超プロトン伝導

プロトンー電子カップリングに基づく光機能性制御と機構解明

エチレンジチオチオフェンオリゴマーの鎖長伸長と電荷移動塩形成

 １．発表者名



2021年

2021年

2021年

2021年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

物性研短期研究会「分子性固体研究の拡がり：新物質と新現象」

物性研短期研究会「分子性固体研究の拡がり：新物質と新現象」

物性研短期研究会「分子性固体研究の拡がり：新物質と新現象」

物性研短期研究会「分子性固体研究の拡がり：新物質と新現象」

北山元晴、出倉駿、藤野智子、上田 顕、田嶋尚也、森初果

松尾 一輝、藤野智子、亀谷亮平、小野塚洸太、森 初果

伊藤雅聡，藤野智子，横森創，森初果

 ２．発表標題

 ２．発表標題

西岡海人、出倉駿、水野元博、森初果

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

π電子－プロトン相関型有機伝導体κ-H3(Cat-EDT-ST)2における圧力下電気抵抗測定

電子豊富エチレンジカルコゲノチオフェン(EDXT:X = O, S)2 量体塩単結晶:原子置換効果

新規平面型ニッケル錯体の開発：配位子上アルコキシ基の鎖長による電子構造変調
 ２．発表標題

1,2,3-トリアゾール?リン酸塩単結晶における等方的無水超プロトン伝導

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本物理学会第77回年次大会（2022年）

日本物理学会第77回年次大会（2022年）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

出倉 駿，水野 元博，森 初果

H. Mori, Shun Dekura, So Yokomori, Kaito Nishioka

Shun Dekura, Yoshiya Sunairi, Kei Okamoto, Fumitaka Takeiri, Genki Kobyayashi, Yuta Hori, Yasuteru Shigeta, and Hatsumi Mori

藤野智子, 小野塚洸太, 亀山亮平, 佐藤駿, 松尾一輝, 出倉駿, 森初果

Materials Research Meeting (MRM2021)（招待講演）（国際学会）

Pacifichem2021（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

無水プロトン伝導体コハク酸イミダゾリウム結晶のすりつぶしによる分子ダイナミクス変調

Novel proton-electron coupled functionalities in molecular materials

Structural Transition Involving Molecular Dynamics and Anhydrous Proton Conductivity in Imidazolium Hydrogen Dicarboxylates

オリゴマー鎖を基盤とした電荷移動塩単結晶の高伝導化のための鎖配列設計

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本物理学会第77回年次大会（2022年）

日本物理学会第77回年次大会（2022年）

西岡 海人，出倉 駿，堀 優太，重田 育照，水野 元博，熊井 玲児，森 初果

北山 元晴，出倉 駿，藤野 智子，上田 顕，郷地 順，上床 美也，今城 周作， 金道 浩一，浅井 晋一朗，益田 隆嗣，橋本 顕一郎，田嶋
尚也，森 初果

横森 創 、出倉 駿、藤野 智子、伊藤 雅聡、今城 周作、森 初果

藤野智子，亀山亮平，小野塚洸太，松尾一輝，出倉駿，宮本辰也，郭紫荊，岡本博，森初果

日本物理学会第77回年次大会（2022年）

日本化学会第102春季年会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

1,2,3-トリアゾール－リン酸塩単結晶の互変異性による超プロトン伝導の機構解明

π電子－プロトン相関型分子性導体κ-H3(Cat-EDT-ST)2における静水圧力および一軸性圧縮下電気抵抗測定

新規Auジチオレン錯体からなる単一成分分子性結晶における傾角反強磁性

エチレンジカルコゲノチオフェン２量体をドナーとした高伝導性交互積層型電荷移動錯体単結晶：合成と物性

 １．発表者名



2022年

2022年

2022年

2022年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本化学会第102春季年会

日本化学会第102春季年会

日本化学会第102春季年会

日本化学会第102春季年会

横森 創、出倉 駿、藤野 智子、伊藤 雅聡、今城 周作、森初果

小野塚 洸太、藤野 智子、亀山 亮平、出倉 駿、吉見 一慶、宮本 辰也、岡本 博、森 初果

伊藤 雅聡、藤野 智子 、横森 創、張 磊、東野 寿樹、牧浦 理恵、武野 カノクワン、森 初果

 ２．発表標題

 ２．発表標題

出倉駿，森初果

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

新規 Au ジチオレン錯体からなる単一成分子性結晶における傾角反強磁性

アルキレンジカルコゲノチオフェン４量体をドナーとした高伝導性電荷移動塩単結晶：配列精密設計と合成，物性

電子供与性置換基を有する平面型新規ニッケルジチオレン錯体： 構造・光学特性 電界効果トランジスタの特性
 ２．発表標題

テトラゾリウム誘導体リン酸塩単結晶の構造および無水プロトン伝導性

 １．発表者名

 ２．発表標題



2022年

2021年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本物理学会2022年年次大会

日本物理学会2022年年次大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

古澤千晶、大池広志、佐藤拓朗、松浦慧介、吉川明子、田口康二郎、十倉好紀、賀川史敬

佐藤 駿、藤野智子、小野塚洸太、亀山亮平、出倉 駿、森 初果

賀川 史敬

森春仁、武田和大、大池広志、賀川史敬、房前勲、鈴木雄介、伊藤哲明、加藤礼三

日本化学会第102春季年会

物性研短期研究会「分子性固体研究の拡がり：新物質と新現象」（招待講演）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

準安定スキルミオンの電流下での崩壊過程に関するFIB試料を用いた研究

混合配列型エチレンジカルコゲン3量体をドナーとした高伝導性電荷移動塩単結晶

パルス／定常電流を用いた相転移・相制御

(DMe-DCNQI-d8)2Cuにおける電流印加下の非平衡定常状態のラマンイメージング

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題
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2022年

2020年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本物理学会2022年年次大会

日本物理学会2022年年次大会

武田和大、大池広志、上谷学、十倉好紀、賀川史敬、Meng Wang、Shuyun Zhou

西澤葉、松浦慧介、大池広志、三宅厚志、徳永将史、車地崇、十倉好紀、賀川史敬

Kazushi Kanoda

Fumitaka Kagawa

The international workshop on “Theoretical developments and experimental progresses in quantum matter; emergent phenomena”
at Tsung-Dao Lee Institute（招待講演）（国際学会）

日本化学会（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

遷移金属カルコゲナイドMTe2(M=Mo,Ir)の走査型ラマン像測定による格子歪みの相転移ダイナミクスへの影響の研究

MFMによる(Fe0.95Zn0.05)2Mo3O8の磁気ドメインの実空間観測

A possible instability of a gapless quantum spin liquid in  kappa-(BEDT-TT)2Cu2(CN)3

Pulse-driven nonvolatile phase change of electronic/magnetic/superconducting states

 １．発表者名



2021年

2021年

2021年

2021年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

SKYMAG2021（招待講演）（国際学会）

日本物理学会第76回年次大会

日本物理学会第76回年次大会

日本物理学会第76回年次大会

武田和大, 大池広志, 上谷学, 十倉好紀, 賀川史敬

西澤葉, 大池広志, 賀川史敬

古澤千晶, 大池広志, 賀川史敬

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Fumitaka Kagawa

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

IrTe2微小結晶における確率的相転移ダイナミクスの実空間観測

フェーズフィールド法を用いた1次相転移ダイナミクスの体積・冷却速度依存性の研究

準安定スキルミオンの崩壊過程のLLGシミュレーションによる研究
 ２．発表標題

Narrow-band resistance noise and mode-locking phenomena of a skyrmion lattice in a microfabricated MnSi

 １．発表者名

 ２．発表標題
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2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本物理学会第76回年次大会

日本物理学会第76回年次大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

森田克洋, 池田昌司, 堀田知佐

生沼浩介, 綱川仁志, 鈴木航平, 道村真司, 小林拓矢, 谷口弘三, 佐藤一彦, 石井康之, 岡本博之, 伊藤哲明

房前勲, 園部裕貴, 関澤拓也, 山本陸, 南館孝亮, 古川哲也, 伊藤哲明, 加藤礼三

南舘孝亮, 平山陽一, 伊藤哲明, 上辺将士, 加藤礼三, 大島雄吾, 崔亨波

日本物理学会第76回年次大会

日本物理学会第76回年次大会

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

電荷グラスの生成機構

混晶試料によるκ型ET塩の反強磁性相の研究

急冷法による(d8-DMe-DCNQI)2Cuの準安定相の性質とその発現条件

bilayer系分子性導体(ETTM-STF)2BF4の1H-NMR

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題
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2021年

2021年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本物理学会第76回年次大会

日本物理学会第76回年次大会

原雄介、水野英如、池田昌司

白石薫平、水野英如、池田昌司

水野英如、池田昌司、Hua Tong、Stefano Mossa

原雄介、水野英如、池田昌司

日本物理学会第76回年次大会

日本物理学会2020年秋季大会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

サイズ乖離の大きな二分散ジャミング系の振動特性

非対称ダイマー系のJohari-Goldstein beta 緩和と低周波数振動

ガラスの限界安定性：熱を与えたときの再配置現象

サイズ乖離の大きい二分散ジャミング系の相転移

 １．発表者名



2020年

2020年

2020年

2020年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本物理学会2020年秋季大会

日本物理学会2020年秋季大会

日本物理学会秋季年会（招待講演）

分子科学討論会

大山倫弘、水野英如、池田昌司

森　初果

横森創、河村 光晶、尾崎 泰助、森 初果

 ２．発表標題

 ２．発表標題

大山倫弘、水野英如、池田昌司

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

せん断ガラスが示すHerschel-Bulkley則とミクロ構造の関係について

水素と電子のカップリングによる 物性制御

新規Znジチオレン錯体結晶における水素結合を介した電子移動がもたらすベイポクロミック特性
 ２．発表標題

せん断ガラスのAvalanche統計と限界安定性

 １．発表者名

 ２．発表標題



2020年

2020年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本物理学会年次大会

日本物理学会年次大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

西岡 海人，出倉 駿，森 初果

亀山亮平、藤野智子、出倉駿、河村光晶、尾崎泰助、森初果

Ryohei Kameyama, Tomoko Fujino, Shun Dekura, Mitsuaki Kawamura, Taisuke Ozaki, Hatsumi Mori

出倉　駿，砂入　允哉， 岡本　啓，竹入　史隆，小林　玄器，森　初果

分子科学討論会

The 5th International Symposium of Quantum Beam Science (ISQBS) at Ibaraki University -Chirality in Material Science:
Current Status and Future Prospects-（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

1,2,3-トリアゾール－リン酸塩単結晶の構造及び無水プロトン伝導性

導電性高分子PEDOT（poly(3,4-ethylenedioxythiophene))塩の単純化モデル：EDOTオリゴマー塩単結晶の合成と物性

The simplified model systems for doped PEDOT (poly(3,4-ethylene dioxythiophene)): EDOT oligomer-based single crystals of
radical cation salts

コハク酸水素イミダゾリウム単結晶の 相挙動および無水プロトン伝導性に対する 結晶すりつぶし効果

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題
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2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本物理学会年次大会

日本化学会春季年会

亀山亮平、藤野智子、出倉駿、河村光晶、尾崎泰助、森初果

Ryohei Kameyama, Tomoko Fujino, Shun Dekura, Mitsuaki Kawamura, Taisuke Ozaki, and Hatsumi Mori

Tomoko Fujino, Ryohei Kameyama, Kota Onozuka,Shun Dekura, Hatsumi Mori

伊藤 雅聡、藤野 智子、横森 創、張 磊、森 初果

日本化学会春季年会

日本化学会春季年会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

新規エチレンジオキシチオフェン 2, 3 量体の電荷移動塩単結晶における電子物性と共役長伸長効果

Synthesis of novel single-crystalline ethylenedioxythiophene oligomer charge transfer salts and the conjugation-length-
elongation effects on their physical properties

Charge transfer complexes of ethylenedichalcogenothiophene (EDXT：X = O, S) and TCNQ analogs: atom-substituted effects"

電子供与性置換基を有する 新規平面ニッケルジチオレン錯体の 合成と電界効果特性

 １．発表者名
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2020年

2020年

2021年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本物理学会2020年秋季大会

日本物理学会2020年秋季大会

日本物理学会2020年秋季大会

日本物理学会第76回年次大会

若松浩大、宮川和也、鹿野田一司

浦井瑞紀, 宮川和也, Natalia Drichko, Elena I. Zhilyaeva, Svetlana A. Torunova, Rimma N. Lyubovskaya, 鹿野田一司

浦井瑞紀, 宮川和也, Natalia Drichko, Elena I. Zhilyaeva, Svetlana A. Torunova, Rimma N. Lyubovskaya, 鹿野田一司

 ２．発表標題

 ２．発表標題

村瀬秀明, 荒井俊人, 長谷川達生, 宮川和也, 鹿野田一司

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

κ-(ET)2Cu[N(CN)2]Brの圧力下磁場侵入長測定Ⅱ

1H/13C NMRによる量子双極子液体物質κ-(ET)2Hg(SCN)2Brの磁性研究

1H/13C NMRからみたκ-(ET)2Hg(SCN)2Brの磁気状態とダイナミクス
 ２．発表標題

ラマン分光によるθ-(ET)2RbZn(SCN)4の電荷液体相の電荷密度分布の解析

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2020年

2021年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本物理学会第76回年次大会

日本物理学会第75回年次大会（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

森初果

関根孝彦, 須波圭史, 宮川和也, 秋元健汰, 周彪, 石橋章司, 小林昭子, 鹿野田一司

須波圭史，竹原陵介，加藤木章浩，宮川和也，堀内佐智雄，加藤礼三，宮本辰也，岡本博，鹿野田一司

須波圭史，坂井優太，竹原陵介，足立洋駿，宮川和也，堀内佐智雄，鹿野田一司

日本物理学会第76回年次大会

日本物理学会2020年秋季大会

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

水素と電子のカップリングによる物性制御

Dirac nodal line物質M(dmdt)2 (M=Ni, Pt)の13C-NMR研究

中性-イオン性転移物質TTF-CAの圧力下強誘電相におけるポーラロン

イオン性Mott絶縁体TTF-BAの常磁性スピン状態

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

the 2020 Aspen Winter Conference on ‘Quantum Matter: Computation Meets Experiments（招待講演）（国際学会）

日本化学会第100春季年会

K. Kanoda

横森 創, 出倉 駿, 藤野 智子, 尾崎 泰助, 森 初果

R. Kameyama, S. Dekura, T. Fujino, H. Mori

L. Zhang, T. Fujino, S. Yokomori, D. Zhang, S. Dekura, M. Lippmaa, H. Mori

日本化学会第100春季年会

日本化学会第100春季年会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Frustrated spins and Mott criticality in quasi-two-dimensional organics

新規Znジチオレン錯体結晶の構造とベイポクロミック特性
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77Se-, 119Sn-NMR測定から見たAgSnSe2の常伝導相と超伝導相の電子状態

三方晶Teにおける電流誘起NMRシフトの磁場極性依存性と電流誘起磁性の関係

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本物理学会2019年秋季大会

日本物理学会2019年秋季大会

日本物理学会2019年秋季大会

分子研研究会「有機ディラック電子系におけるトポロジカル現象と新奇物性開拓」

出倉 駿，砂入 允哉，横森 創，森 初果

砂入允哉, 出倉駿, 上田 顕, 森 初果

関根孝彦, 須波圭史, 竹原陵介, 宮川和也, 周彪, 小林昭子, 鹿野田一司

 ２．発表標題

 ２．発表標題

関澤拓也, 園部祐貴, 古川哲也, 伊藤哲明, 加藤礼三

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

イミダゾール－リン酸塩における新規結晶構造及びその無水プロトン伝導性

ジカルボン酸－イミダゾール塩の無水プロトン伝導性に対する分子ダイナミクス効果 II

常圧massless Dirac電子系候補物質のNMR研究
 ２．発表標題

急冷法を用いた(d8-DMe-DCNQI)2Cuの準安定状態の探求

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Annual Meeting of Chemical Society of Japan（招待講演）

Topological Phases and Functionality of Correlated Electron Systems (TPFC2019)（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

H. Mori

砂入允哉, 出倉 駿, 上田 顕, 井田智友, 水野元博, 森 初果

K. Kanoda

H. Mori

第22回超イオン導伝体物性研究会（第73回イオニクス研究会）

3rd International Symposium of the SFB/TR 49 on "Novel states in correlated condensed matter- from model systems to real
materials（招待講演）（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Proton-dynamics Coupled Quantum Spin Liquid State and Magnetic Switching in Organic Mott System

ジカルボン酸とイミダゾールからなる酸-塩基型有機結晶の無水プロトン伝導性: 水素結合様式と分子運動の効果

Topological charge and spin excitations in a charge-transfer Complex

Quantum Liquid of Magnetic and Electric Dipoles in a Proton-electron Coupled Molecular Crystal

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

APCTP-KIAS Quantum Materials Symposium 2019 (QMS2019)（招待講演）（国際学会）

APS March Meeting（国際学会）

K. Kanoda

K. Miyagawa, M. Manabu, M. Hirata, M. Tamura, and K. Kanoda

横森 創, 上田 顕, 森 初果

高橋 優介, 横森 創, 上田 顕, 榎本 真哉, 森 初果

日本化学会第99春季年会

日本化学会第99春季年会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Charge-Frustrated Organics as Quantum Soft Matter

Spin and valley degree of freedom in a bulk massless-Dirac electron system, α-(BEDT-TTF)2I3 under magnetic fields

カテコール縮環型金属ジチオレン錯体の構造と物性における中心金属置換効果

ジメトキシベンゼンが縮環した中性の金属ジチオレン錯体の合成、構造、性質ならびに電界効果トランジスタ特性

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本物理学会第74回年次大会

日本物理学会第74回年次大会

日本物理学会第74回年次大会

日本物理学会第74回年次大会

高橋泰賀, 須波圭史, 宮川和也, 周彪, 小林昭子, 鹿野田一司

宮川和也, 佐藤拓朗, 橋本凌, 上田顕, 森初果, 鹿野田一司

村瀬秀明, 荒井俊人, 平川友也, 長谷川達生, 宮川和也, 鹿野田一司

 ２．発表標題

 ２．発表標題

浦井瑞紀, 古川哲也, 宮川和也, 谷口弘三, 斉藤みく, 佐々木孝彦, 鹿野田一司

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

単一分子種伝導体Zn(tmdt)2の圧力下13C NMR測定

θ-(BEDT-TTF)2X塩のスピン-スピン緩和時間測定

ラマン散乱を用いたθ-(BEDT-TTF)2RbZn(SCN)4の電荷の結晶化の観察II
 ２．発表標題

1H NMRによるX線照射されたκ -(ET)2Cu[N(CN)2]Clの磁気秩序抑制過程の観測III

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本物理学会第74回年次大会

日本物理学会第74回年次大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

大池広志, 上谷学, 十倉好紀, 賀川史敬

竹原陵介, 須波圭史, 宮川和也, 宮本辰也, 岡本博, 堀内佐智雄, 加藤礼三, 鹿野田一司

須波圭史, 竹原陵介, 加藤木章浩, 宮川和也, 堀内佐智雄, 加藤礼三, 宮本辰也, 岡本博, 鹿野田一司

若松浩大, 宮川和也, 谷口弘三, 鹿野田一司

日本物理学会第74回年次大会

日本物理学会第74回年次大会

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

急冷を用いた超伝導探索

中性‐イオン性転移物質TTF-CAの室温加圧下における電荷-スピン励起

中性-イオン性転移物質TTF-CAの圧力下強誘電相における束縛されたソリトン励起

κ型有機超伝導体における圧力下磁場侵入長測定

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本物理学会第74回年次大会

日本物理学会第74回年次大会

佐藤拓朗, 吉川明子, 横内智行, 田口康二郎, 十倉好紀, 賀川史敬

大山倫弘, 川崎猛史, 水野英如, 池田昌司

水野英如, 池田昌司

島田真成, 水野英如, 池田昌司

日本物理学会第74回年次大会

日本物理学会第74回年次大会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

電流駆動された磁気スキルミオンにおけるモードロック共鳴

非自走粒子型Activeガラス系のエネルギー地形描像

ガラスにおける分子振動モードの非調和性

不規則バネネットワークの有限次元における不安定性

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本物理学会第74回年次大会

日本物理学会第74回年次大会

日本物理学会第74回年次大会

日本物理学会第74回年次大会

伊藤哲明, 山本陸, 古川哲也

山本陸, 古川哲也, 伊藤哲明, 宮川和也, 佐々木孝彦

北又大貴, 鈴木完明, 市川直樹, 古川哲也, 伊藤哲明, 加藤礼三

 ２．発表標題

 ２．発表標題

白石薫平,水野英如, 池田昌司

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

ランダムネスを有するスピン液体系におけるNMRスペクトル不均一幅と磁気励起の関係の考察

X線照射されたκ-(ET)2Cu[N(CN)2]Clの13C-NMR スペクトルの線幅増大と磁気励起の関係

三角格子系EtMe3P[Pd(dmit)2]2の13C核の超微細結合定数による[Pd(dmit)2]2分子内電荷分布の定量的決定
 ２．発表標題

2次元ダイマーの振動特性

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本物理学会第74回年次大会

日本物理学会第74回年次大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

菅井 祐太, 上田　顕, 高倉 知将, 土居 諒平, 吉田 順哉,  横森 創,  出倉 駿,  郷地 順, 上床 美也, 浅井 晋一郎, 益田 隆嗣, 森 初
果

内條雄介, 羽田健吾, 古川哲也, 伊藤哲明, 上野哲平, 小林夏野, 秋光純

武井 史，出倉 駿，砂入 允哉，横森 創，吉田 順哉，上田 顕，森 初果

砂入允哉, 上田 顕, 出倉駿, 吉田順哉, 井田朋智, 水野元博, 森 初果

日本物理学会第74回年次大会

日本物理学会第74回年次大会

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

π電子－プロトン相関型Cat-TTF系電荷移動塩の圧力下電気抵抗測定

119Sn-NMR測定によるValence Skipping候補物質AgSnSe2の超伝導相電子状態の検証

イミダゾール‐ジカルボン酸塩のプロトン伝導性に対する分子ダイナミクス効果

カチオン－アニオン間に水素結合を導入した水素結合性有機リン酸結晶における無水プロトン伝導特性

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

ポスト「京」重点課題（７）第4回シンポジウム（招待講演）

第１０回トポロジー連携研究会「非平衡系・非エルミート系の新奇量子現象」（招待講演）

森初果

賀川史敬

K. Kanoda

K. Kanoda

International workshop on Physics of Jammed Matter（招待講演）（国際学会）

the 8th TOYOTA RIKEN International workshop on organic semiconductors, conductors, and electronics（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

水素と電子のカップリングによる新機能材料・デバイスの開発

急冷非平衡状態を利用した準安定相創出と制御 ―磁気スキルミオンや超伝導を例に

Glass in electronic systems

Recent Progress on the issue of Neutral-Ionic Transition in Charge-Transfer Complexes

 １．発表者名



2018年

2018年

2018年

2018年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Entropy, Information and order in soft matter（招待講演）（国際学会）

日本物理学会2018年秋季大会　領域8, 3, 4合同シンポジウム「拡張多極子が拓くスピン軌道物性の新展開」（招待講演）

the 12th International Conference on Materials and Mechanism of Superconductivity (M2S-2018)（招待講演）（国際学会）

The 2018 Gordon Research Conference on Conductivity and Magnetism in Molecular Materials: Emergent Materials and Phenomena
as Foundation for Future Molecule-Based Devices（招待講演）（国際学会）

伊藤哲明

K. Kanoda

H. Mori

 ２．発表標題

 ２．発表標題

A. Ikeda

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

常磁性カイラル系における電流誘起磁性の観測

Preformed Pairs and BEC-BCS Crossover in Organic superconductors situated near Mott localization

Novel Molecular Functional Materials Using Dynamic H-bond and Polarization
 ２．発表標題

Viscosity divergence and dynamical slowing down at the jamming transition

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

the International Symposium on Quantum Fluids and Solids (QFS2018)（招待講演）（国際学会）

the 2018 International Conference on Magnetism (ICM)（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

K. Kanoda

F. Kagawa

H. Mori

K. Kanoda

The 43rd International Conference on Coordination Chemistry (ICCC2018)（招待講演）（国際学会）

International Conference on Coordination Chemistry (ICCC2018)（招待講演）（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Anomalous spin correlations and excitonic instability of interacting massless Dirac electrons in an organic conductor

Two kinetic approaches to metastable electronic states:  rapid cooling and sample miniaturization

Electro-static and electro-dynamic molecular materials: metal complex with 3D framework and organic ferroelectrics

Spin liquid, Mott transition and BEC-BCS crossover exhibited by interacting electrons on triangular lattices

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

the 24th International Conference on Science and Technology of Synthetic Metals (ICSM 2018)（招待講演）（国際学会）

Rheology of disordered particles - suspensions, glassy and granular materials（招待講演）（国際学会）

K. Kanoda

A. Ikeda

K. Kanoda

H. Mori

the Dynamic Quantum Matter, Entangled Orders and Quantum Criticality Workshop（招待講演）（国際学会）

Annual Meeting of Chemical Society of Japan（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Diverse Manifestations of Electron Correlation in Organic Conductors

Viscosity divergence and dynamical slowing down at the jamming transition

trongly correlated massless Dirac fermions in organic conductors

Development of pi-electron functional materials utilizing molecular degrees of freedom

 １．発表者名



2018年

2018年

2018年

2018年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The 8th TOYOTA RIKEN International Workshop “Organic Semiconductors, Conductors, and Electronics（国際学会）

The 8th TOYOTA RIKEN International Workshop “Organic Semiconductors, Conductors, and Electronics（国際学会）

The 8th TOYOTA RIKEN International Workshop “Organic Semiconductors, Conductors, and Electronics（国際学会）

Gordon Research Conference, Conductivity and Magnetism in Molecular Materials, Emergent Materials and Phenomena as
Foundation for Future Molecule-Based Devices（国際学会）

S. Yokomori, A. Ueda, R. Kumai, Y. Murakami, and H. Mori

Y. Sunairi, A. Ueda, J. Yoshida, K. Suzuki, H. Mori

K. Sunami, K. Kanoda

 ２．発表標題

 ２．発表標題

D. Zhang, S. Yokomori, A. Ueda, O. Goto and H. Mori

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Syntheses, Structures and Physical Properties of Novel Metal-dithiolene Complexes with Hydrogen bonds

Anhydrous Proton Conductivity in Imidazolium Hydrogen Carboxylates: Effects of Hydrogen Bonds and Molecular Motions

Evidence for Emergent Solitons in a Neutral-Ionic Transition Material
 ２．発表標題

A Strategy for Developing Isotropic Charge Transport Mobility in Anthracene Derivatives with Multi-functions

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Gordon Research Seminar, Charge and Spin on Molecules: Tunable Interactions and Potential Applications（国際学会）

43rd International Conference on Coordination Chemistry (ICCC2018)（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

T. Itou, E. Watanabe, S. Maegawa, A. Tajima, N. Tajima, K. Kubo, R. Kato, K. Kanoda

R. Takehara, K. Sunami, K. Miyagawa, T. Miyamoto, H. Okamoto, and K. Kanoda

R. Takehara, K. Sunami, K. Miyagawa, T. Miyamoto, H. Okamoto, and K. Kanoda

K. Sunami, K. Kanoda

Gordon Research Conference, Conductivity and Magnetism in Molecular Materials, Emergent Materials and Phenomena as
Foundation for Future Molecule-Based Devices（国際学会）

Gordon Research Seminar, Charge and Spin on Molecules: Tunable Interactions and Potential Applications（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Electronic Griffiths phase in EtMe3Sb[Pd(dmit)2]2

Electric conduction by topological excitations in the neutral-ionic transition systems

Electric Conduction by Topological Excitations in Neutral-Ionic Transition Material, TTF-CA

Soliton Excitations in a Neutral-Ionic Transition Material

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

the 24th International Conference on Science and Technology of Synthetic Metals (ICSM 2018)（国際学会）

the 24th International Conference on Science and Technology of Synthetic Metals (ICSM 2018)（国際学会）

Y. Sunairi, A. Ueda, J. Yoshida, K. Suzuki, and H. Mori

S. Yokomori, A. Ueda, R. Kumai, Y. Kumai, H. Mori

上田 顕, 熊井玲児, 村上洋一, 森 初果

横森 創, 上田 顕, 熊井 玲児, 村上 洋一, 森 初果

第12回分子科学討論会

第12回分子科学討論会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Crystal Structures and Intrinsic Proton Conductivity of Anhydrous Organic Salts, Imidazolium Dicarboxylates
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